
水と緑と花のまち 昭和58年5月15日 No.974二二二二二二

市政だより
人口の動き

EE 

4月1日現在 前月比

人口計 67，404 -549 
男 32，421 -351 
女 34，983 -198 
世帯手数 19，769 - 40 

@守切自盆岳山富田令守
-5月1日・多良山系黒木登山口-

5月の雨は新緑をぬらす 日本の自然100選に選ばれた多良岳

自然を愛し 山を愛する人たちが集り 山開きが行われた

自然は私たちみんなの財産です いつまでち大切にし 21世紀ヘ残したいものです

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(f拭:[)4111 編集/広報公聴課 印刷所/康真堂印刷
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県
内
の
青
少
年
非
行
は
、
増
加
傾
向
に
よ
う
や
く
歯
止
め
が
か

か
っ
た
と
は
い
え
、
数
的
に
は
戦
後
最
高
の
記
録
で
あ
り
、
中
で

も
中
学
生
非
行
は
一
一
層
摺
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大
村
市
で
も
、
こ
と
し

1
月
か
ら
4
月
ま
で
の
青
少
年
非
行
の

?
割
が
中
学
生
で
す
。

こ
う
し
た
非
行
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地

践
社
会
が
、
お
互
い
の
連
携
を
一
層
強
め
、
積
極
的
に
青
少
年
の

人
間
形
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
最
も
大
切
ー
ー
と
文
部
省
で
は

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
長
崎
県
で
は
、
毎
月
1
日
を
「
少
年
の
日
」
と
し
、

県
民
総
ぐ
る
み
の
実
践
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

包周包囲脂

岳町~@毎白日
※
下
水
道

①
広
報
車
、
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報

舌
動

②

一
斉
街
頭
補
導

③
社
会
環
境
点
検
活
動

④
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
奉

仕
活
動

ny
l
-
-
I
l
l
i-
-l
l
l
 

少
年
セ
ン
タ
ー
へ

婦
人
相
談
員
を配
置

ー

I
l
l
1
1
1
1
1
1
0

児
童
・
生
徒
の
不
良
行
為
、
非

行
、
し
つ
け
、
進
路
、
学
習
、
性

格
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う

ぞ。

築
い
て
伸
ば
そ
う

相
談
場
所

少
年
セ
ン
タ
ー
(
コ

ミ
ユ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
)

電
話
に
よ
る
相
談

宮
④
3
1
6
1

午
前
9
時

1
午
後
4
時
(
土
曜

の
午
後
及
び
、
日
曜
、
祝
祭
日

は
徐
き
ま
す
)

n
y
l
i
l
i
-
-
-
-

地
域
活
動
に

参
加
さ
せ
よ
う

1
1
1
1
1
1
f
i
l
-
-
o
 

たくましく

子
ど
も
会

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
地
域
活
動
は
家
庭
で
は
味
わ
え

な
い
も
の
.
が
あ
り
ま
す
。

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
と
は
違
う
新
し
い
友
達
が
で

き
た
り
、
生
き
て
い
く
心
の
糧
と

し
て
ふ
る
さ
と
が
心
に
残

っ
た
り

す
る
で
し
ょ
う
。

身
近
な
集
ま
り
ゃ
興
味
あ
る
活

動
で
心
を
豊
か
に
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

最
近
、
飼
い
犬
や
野
犬
に
よ
る

被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
毎
日
散
歩
な
ど
の

運
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
散
歩
中
な
ど
の
犬
の
ふ

ん
な
ど
の
処
理
を
必
ず
行
っ
て
下

さ
い
。
鎖
な
ど
の
長
さ
に
も
十
一分

注
立
思
し
ま
し
ょ
う
。

不
用
に
な

っ
た
犬
は
、
毎
月
第

1
・
2
・
3
土
曜
の
午
前
中
に
市

役
所
ま
た
は
、
お
近
く
の
出
張
所

に
用
意
し
て
あ
る
、
不
用
犬
回
収

箱
に
い
れ
て
下
さ
い
。

ン
の
押
売
り

売
り
つ
け
る
も
の
で
す
。

セ
ー
ル
ス
マ
ン
か
ら
商
品
を
購

入
す
る
場
合
は
、
品
物
の
良
し
悪

し
、
価
格
な
ど
を
よ
く
確
か
め
て

買
い
ま
し
ょ
う
。

押
売
り
で
、
お
困
り
の
時
は
、

山
番
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。

町
H

つ
く
り

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
、
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
、
お
願
い
し
ま
す
)

心-

ご
用
心

ご
用
心

ご
用
心

心豊かに

レ

フ
ア

Ir--

最
近
、
県
内
で
、
ト
イ
レ

の
換

気
扇
を
押
売
り
す
る
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。

押
売
り
の
手
口
は
、
老
人
や
主

婦
が
留
守
番
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
狙
っ
て
グ
お
た
く
の
ト
イ
レ
フ

ァ
ン
は
故
障
し
て
い
る
H

と
踊
す

な
ど
し
て
、
市
価
の

2
1
3
倍
で

育て少年

いましょう

i 市民相談コ :ナ-(広報公聴課〉で、すべて無料で行っています。お気軽にご相談二さい。 ) 
月 i
の -- 人権相談 ( 2日 10: 00""'15 : 00) 
定 e:宝曽 行政相談 (9日 9:30""'12 : 00) 
例 Z匂平行( 登 記 相 談 (10日 9: 30""'12 : 00) 
相 J念S6¥ 法律相談 (15日 10: 00""'15 : 00) 
談 み証人喝岳I~， 厚生・国民年金相談 (22日 10: 00""'15 : 00) 
日 一--~ノー一一 不動産相談 (24日 13: 00""'16 : 00) 

交通事故相談 (28日 10: 00""'15 : 00) 



※
大
村
線
乗
ろ
う
守
ろ
う
ダ
イ
ヤ
を
ふ
や
そ
う

E
p
h
E
司

園

区

隠

戸

船
員
保
険
の
被
保
険
者
期
間
又

e
・42
a
F
震

回

γ

は
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済

L

i

，f
i
-
-
d
が

》
期
間
で
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
0

・47A''aa--''aa

戸

義
一

d
F
Vド
L
F
b【
E
r

・z・，
-z
・
4

会
社
に
勤
め
て
い
な
い
人
は
ど

険
者
期
間
及
び
国
民
年
金
の
保
う
し
た
ら
い
い
の
で
す
か
。

険
料
納
付
済
期
間
が
合
わ
せ
て

3
年
以
上
あ
る
こ
と
。

O
最
近
の
2
年
間
が
厚
生
年
金
、

温
調
印件
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年
金
福
祉
事
業
団
の

住
宅
資
金
貸
付

機
現
在
、
厚
生
年
金
の
あ
る
会
社

に
勤
め
て
い
ま
す
が
、
家
を
建
て

る
の
に
資
金
が
足
り
ま
せ
ん
、
な

に
か
良
い
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

…餐
厚
生
年
金
ま
た
は
、
船
員
保
険

の
被
保
険
者
(
現
在
加
入
中
)
で
、

次
の
よ
う
な
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
は
、
会
社
を
通
じ
て
借
入
れ
の

申
込
み
が
で
き
ま
す
。

O
厚
生
年
金
、
船
員
保
険
の
被
保

りおおむ

田
植
賃
金
な
ど
が

決
ま
り
ま
し
た

田
植
賃
金

男
女
共
、

1
日
当
り

食
事
っ
き

U
三
千
八
百
円

食
事
な
し
H
四
千
三
百
円

田
植
機
械
に
よ
る
田
植

日
ア
l
ル
当
り

五
千
五
百
円
1
六
千
円

市政だより(3) 

賃

耕

料

凶

ア
ー
ル
当
り

春
田
起
し

五
千
五
百
円

i
六
千
円

植
代
か
き

四
千
円

1
四
千
五
百
円

畑
耕
転
三
千
五
百
円

1
四
千
五
百

円

※
立
地
条
件
に
よ

っ
て
、
多
少

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
(
現
在

加
入
中
)
で
、
次
の
よ
う
な
条
件

に
あ
て
は
ま
る
人
は
、
直
接
住
宅

金
融
公
庫
ま
た
は
、
公
庫
取
扱
い

の
金
融
機
関

へ
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
O
納
付
条
件
は
、
厚
生
年
金
と
同

ドレ。

O
収
入
月
額
が
、
毎
月
返
済
す
る

元
利
金
の

5
倍
以
上
あ
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は
、
取
扱
い
金
融
機
関
、

長
崎
県
年
金
福
祉
協

会

(
宮
長

崎
⑫
4
8
9
1
)
、
県
国
民
年

金
課

(
宮
長
崎
@
1
1
1
1
)

に
お
尋
ね
下
さ
い
。

的
g
m
w富
町
血
呂
田

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

!

食
踏
切
で
は
必
ず

一
時
停
止
を

女
踏
切
の
前
方
が
混
雑
し
て
い
る

時
は
、
ア
キ
が
で

き
る
ま
で
待
ち
ま

し
ょ
-
つ

会
踏
切
で
の
ギ
ヤ
l

チ
ェ
ン
ジ
は
止
め

ま
し
ょ
う

大
踏
切
で
故
障
し
た

ら
、
先
ず
列
車
を

止
め
る
手
配
を

鉄
道
沿
線
の
み
な
さ

ん
へ

|
|
|

交
線
路
内
の
通
行
は

止
め
ま
し
ょ
う

交
線
路
内
や
、
近
く
で
遊
ん
で
い

る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

6月5日--.;11日

て-m ポ
P
9
2
 

間

り

説

明

麟
よ
環

ゴ
ミ
¥
空
き
か
ん
の

投
げ
捨
て

モ

騒

音

!

い
や
で
す
ね
0

6
月

5
H
1
1
日
は
、
環
境
週

間
で
す
。

め
に
は
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
な

ど
の
自
然
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か

な
環
境
が
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り
巻

く
環
境
を
、
ふ
だ
ん
か
ら
守
り
育

て
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。

市

民

一
人
ひ
と
り
の
力
で
住
み
や
す

い
大
村
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

大
村
市
で
も
、
沿
岸
の
ゴ
ミ
清

掃
、
空
き
か
ん
回
収
キ

ャ
ン
ペ

ー

ン
、
自
動
車
騒
音
測
定
、
不
法
投

棄
の
監
視
な
ど
の
行
事
を
実
施
し

ま
す
。健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
た

大村市環境衛生監視員

中公 福 言」主主 竹
村西大
大 主令 地

原 重 瀬 本公 キf 田浦 名区

原宮 西山
原r品"'--
坂八 中田 中田 田中 尾松

楽 猪i頼 i頼氏

梅 作τと 作寅 雄久 三男 武夫 猷司 皐月 夫秋
名

Bg 

上矢 荒瀬選原口 池田許主長在泊日グコ
郷 銀R恕日 町 町 1 1 四丁 怨R怨Fイ主
213 317 9丁 丁 214 216 
511 818 3 目 目 丁 01918 
616 8 3 11327 583 目 O 610 所

111 6821 1 
1 13 6 

⑤ ⑤ ⑤ ⑤ ⑤②  ② ② ③ ④ ④ 

電話番号
8 O 8 O 016 6 2 9 2 1 
2 8 9 7 213 7 9 2 O 7 
O 2 5 5 419 3 2 2 3 5 
119 312 913 512 416 4 



(4) りむおお市政だより昭和58年5月15日
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!:1IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIillllll11111111111111 

関 i闘
ミヨ凶

※
営
業
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
、

(久
原
保
育
園
)

みんな元気に遊んで、ねCr; 子供の家ほか〉 今

児童福祉週間に先がけて、市長が児童福祉施設(子;

供の家 ・向陽寮 ・現児院〕を訪問。子供たちにブレゼ:

ントを渡しました。
ーーーノ

• 
久原保育園(園児60人〉と常盤保青園 (園児50人〕
の園児たちが親子遠足。

今 (常盤保育園 4月に入園レたばかりの園児もお母さんたちと、ゲ
ムをしたり踊ったりして楽しみました

一ー一一一一一一一一ー ノ

大村公園〉初夏の風って気持ちいいね(括

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

(
搬
入
手
数
料

m
kl
m
円
)

q
M
i
n
-
M
6
月
1
日
j

7
日
・
水
道
週
間
M
i
l
l
-
J

一
牛
肉
暫
愈
@

一

一

思

nω
@話
回
伊
イ

1

8

@宙
一

一

水
道
は
、
地
域
社
会
の
発
展

で
す
、

大
事
に
使
う
よ
う
に
心

一

中
と
私
達
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
で
き
な
い
大
切
な
資
源
で
す
。
ま
た
、
水
も
れ
を
発
見
さ
れ
一

中

大
村
市
の
水
需
要
も
年
ご
と
た
ら
水
道
部
(
宮
③
1
1
1
1
)一一

一
に
増
加
し
、
現
在
の
水
事
情
は
か
最
寄
り
の
水
道
工
事
指
定
庖
一

一
決
し
て
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

一

E

水

も

限

り

あ

る

資

源

の

一

つ

一

家屋の一斉調査を

実施します

納
税
者
(
固
定
資
産
所
有
者
)

の
皆
さ
ん
に
公
平
に
課
税
す
る
た

め
、
家
屋
の
一
斉
調
査
を
宮
草
地
し

ま
す
の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

調
査
地
区一斉
調
査
は
全
地
区
(
町
内
)

調
査
し
ま
す
が
、
調
査
を
す
る

町
内
に
は
、
各
町
務
連
絡
員
を

通
じ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
通
常
の
家
屋
調
査
に
つ
い
て

は
一
斉
調
査
の
期
間
も
並
行
し

て
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
間

5
月
中
旬

l
m月
中
旬
の
予
定

で
す
。

5月31日側までです



※

5
月
の
日
曜
当
番
医
変
更

/
t
t、

(
お
日
は
、

昭和58年5月15日
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穏
健
コ
ー
ナ
ー

百日咳 ・ジフテリア ・破傷風

り

該
当
す
る
幼
児

第
1
期

(
初
回

免
疫
者
)

生
後
M
1
4

か
月
ま
で
の

幼
児
で
、
初

回
免
疫
が
完

了
し
て
な
い

幼
児
。

円
切

(
要
領
)
3

1
8週
間
の
間
隔
を
お
い
て

3
回
接
種
し
ま
す
。

第
2
期

(
追
加
免
疫
者
)

第
l
期
3
回
目
接
種
後
ロ

1

M
か
月
に
至
る
期
間
の
幼
児
。

(
要
領
)
い
ず
れ
か
の
日
に

1
回
接
種
し
ま
す
。

接
種
で
き
な
い
幼
児

有
執
半
台
、
か
っ
け
、
心
臓
、
じ

おおむ

ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者
、
胸
部

リ
ン
パ
体
質
者
。

料

金

無

料

持
参
す
る
も
の
母
子
健
康
手
帳

※
体
温
を
必
ず
は
か
つ
て
き
て
下

さ
い。
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
2
種
)

第
2
期
も
同
時
に
行
い
ま
す
。

3種混合予防接種目程表

会場名 1回目 2回目 3回目

市役所

i /24bk) ふ/14(:k) 7イ幻く)
萱瀬出張所

諏訪公民館

三浦出張所 52〆5(水)6/1J 5(水)71J 3(水)

鈴田出張所

竹松出張所

i 26同 61〆6同 71J 4同
福重出張所

中地区公民館

52， 71錨 G '17(剣 7 '15(甜
松原出張所

市政だより(5) 

松
井
医
院
久
原
郷
宮
③
6
6
2
4
に
変
り
ま
す
)

乳幼児発達相談 市役所健康相談室 9 : 00-11 : 00 

妊婦教室(3)市役役所健康相談室 13:00-16:00 

3種混合②
諏訪公民館、三浦出張所、鈴田出張所

14 : 00-15 : 00 

3種混合②
竹松出張所、福重出張所

3種混合②
中地区公民館、松原出張所

当番医
(内)岡内科東三城町 宮② 3000

(外・旺)山道医院桜馬場2丁目 2③ 2305 

乳幼児健康相談

大村保健所 9 : 30-10 : 00 @) 8か月以上の乳児

萱瀬出張所 9 : 30-11 : 00 @)乳幼児

妊婦教室(4) 市役所健康相談室

3歳児健康診査
コミュニティセンター

⑤ 9:30-10:00、13:00-13: 30 

@昭和54年12月生まれ (同年 6-11月生まれで、ま

だ受けていない人も受診して下さい)

島母子健康子帳、問診票

1歳 6か月児健康診査
コミュニティセンター

@@>10日幽と同じ

当番医
(内)早田内科竹松本町宮⑤ 3530

(外 ・内)田崎医院古田T1丁目 8③ 1 234 

午後 2 時~3 時時間

乳幼児発達相談 市役所健康相談室 9 : 00-11 : 00115日

妊婦教室(1) 市役所健康相談室 13 : 00-16 : 00 I (水)

当番医
(小)出口小児科諏訪 3丁目 2② 2 2 5 2 

(産・婦)後藤産婦人科西大村本町 宮② 6015

安産教室 市役所健康相談室 9 : 00-11 : 00 
(⑤ 9 : 30まで)

市役所健康相談室 13 : 00-16 : 00 

1日

(水)

5 

14 : 00-15 : 00 

14: 00-15: 00 

13 : 00-16 : 00 

16日

(木)

17日

幽

21日

(火)

22日

(水)

23日

(木)

骨13:00-13 : 30 

24日

(釘

一般健康相談

乳幼児健庫相談

大村保健所 9 : 30-10 : 00 

松原出張所 13 : 30-15 : 00 

妊婦教室(2) 市役所健康相談室

1歳 6か月児健軍診査
コミュニティセンター ⑨13 : 00-13 : 30 

@昭和5611月生まれ (同年 6-10月生まれで、ま

だ受けでない人も受診して下さい)

⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

当番医
(内 ・消)南野内科消化器科東三城町宮③ 3731 

(整)貞松整形外科東本町宮④ 11 6 1 

乳幼児健庫相談 竹松出張所

9 : 30-11 : 00 @) 0 - 6か月の乳児

13 : 00-15 : 00 @) 7か月以上の乳幼児

乳幼児健康相談 大村保健所 9 : 30-10 : 00 

@)7か月以上の乳幼児

3種混合 (百日咳、ジフテリア、破傷風)②
市役所、萱瀬出帳所 14 : 00-15 : 00 

@)0-4か月の乳児

@乳幼児

13 : 00-16 : 00 

6日

(月)

日
附
一
日
幽

8

M

 

13日

(月)

7日

伏)

14日

伏)

当番医の診療時間:午前9時~午後6時島…持ってくるもの重量・・・受付@・・・対象者略号の説明

内分泌(ホルモン〉について
感訟窃笠間唱免官ωgす
お宅の周りは大丈夫ですか…湾岸・川・池

講師:大村市医師会会長

今回正夫先生

5月25日(水:) 13: 30---15 : 00 
総合福祉センター

最近、海や川での水死事故が相次いでいます。

家庭から、周囲から犠牲者をださないように

しましょう。
特に子どもの水遊びには十分注意しましょう。
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¥
竹
劃
川
嘗

て
楽
し
い
集
い
と
遊
び
の
中
か
ら

何
回
ヴ
一
一
エ
児
童
の
自
立
と
協
和
の
精
神
を
養

3
2¥/内
料
パ

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て

η
S
S
L
い
ま
す
。

な
お
、
往
復
の
車
借
上
料
は
市

4
・竃
軍
轟
副
司
F

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

開
設
日

毎
月
第
1

・
3
水
曜

、

第
2

・
4
日
曜

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
育

室

申
込
・
問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

福
訟
の
ひ
る
儲

心
身
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
保

育
所
や
学
校
な
ど
に
通
う
こ
と
が

で
き
な
い
在
宅
児
童
の
た
め
に
、

「
早
期
発
見
、
早
期
訓
練
」
と
し

マ3
?
ご
存
じ
で
す
か

νiip、
ed
i
t
t
i
t
i
t
iふ

…

人
権
擁
護
委
員
制
度

…

中

6
月
1
日
は
、
人
権
擁
護
委
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
中

一
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

相
談
下
さ
い
。

叫

一

人

権

は

、
最
も
大
切
な
み
ん

人
権
擁
護
委
員

(
敬
称
略
)
一

一
な
の
権
利
で
す
。

田

川

寿

皆

同

郷

湖

一

一
お
互
い
に
人
権
を
守

っ
て
明

宮
⑤
8
5
4
5
一

中
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

山
川
澄
哉
杭
出
津
2
丁
目
印
山

一
人
権
に
関
す
る
相
談
は
、
人

9
宮
④
2
8
6
0
一

一
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
、
い
つ

松

尾

武

大
川
田
町
側
一

山
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。
市
役
所

宮
⑤
7
0
2
4
山

一
で
の
相
談
日
は
、
毎
月
第
1
木

石
橋
正
夫

久

原

義

1

1

一

一
曜
で
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密

宮

③
6
0
9
4
一

?
3
i
3
3
3
3
3
3
3
3
t
i
t
i
i
i長
υ
3
34よ

※
心
配
ご
と
相
談
所
(
毎
週
月
曜
・
水
曜

午
目Ij

9 
時

午
後
3 r==t=i-=*=~~一審芯ちま嘉吉話事コ孟忘三t一一一一
時!刊日皇Z引 仁内議議齢略報欝騒
総j;liiJ11謀略語態管繋 す i
合 jg長と長T去 虫 鋭議機A織惣盤訟機 誠 織 す
福 j合け 73い か ふ は 議議設議謡麓審議銀区議議議機綴察 ヲ
祉 ju引日 主 務総懇願欝盗難翠畿藤総鴻間 b 

;iJh;;;総議過麟盤務 会
はけ 時 て買ら葉 井 新内明霊E 臨幽鱗噛繍圃.，繋j州知 ι 
]、 が 、く つ ん何 手 料紙r予想貯でき環強 調幽臨画総
1五詩型交え3号iゑヂ ト己主 鑑識謡調態藩務総 井聞
い… 。た愛旅は 勝弘跳 ;jjf:iaE罷謹騒認 で上たけ んい行 H 頃 ふ語通園鵬広 ル 盟国歯菌醤崎臨較畿銀轡議議 t 

;EHHd糖類翼手鑑醤欝怒謁 ト続
jてが 一 いに 年 既設議懸覆挺 潟 議 キけ努

るにで つ で白砂 謡喜三:薬婦、護軍蓮盗罪通認齢仇努警察 ーマ ルヤ
!ZPドアPU空欝鴻撃機器彊藍通過 丈てや
tも続、すと恵、の 一 一 一 一一 一 一一一一一 一 一…- . - f)(') ぷ

;知 け いず話ま頃多が末ん えで候にのてけせんとつい Q lU や
【れるつらすれが 良待かが 今てしが 、でた自ん 11，こる 一三二
1な淡まん井 、一 山ち ら 咲 でくよ丁 こしの然し肥別つ 。 弄畏千干 石、

jv日 TJ:れ nzquH;22J口主事 者サ(?j)
! 恋心愛んときついのすす o 11 つ 木 。かまきやり尋る 組収 | 五

] でのいにこでいと 上 4 ず とたのそっにるりまね 秘 I.MI-'

j あ 中孫とろす てか旬月ら 答ん気れた育だませるけ ¥J  

放
課
後
の
学
童
保
育
所

入
所
児
童
を
募
集

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家

、

庭
の
カ
ギ
ッ
子

定
員

加
入

時
間

下
校
後

i
午
後
5
時
却
分

場
所

中
地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
隣

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
尚
孟
呈
保

育
父
母
の
会
(
宮
③
2
8
6

0
浜
田
、
③
9
4
6
6
佐
藤
)
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※
日
中
友
好

~翠巴ο庄題合@日ま白ヨ芸ヨ

心
宮認定講習

「
九
州
青
年
の
船
」
団
員
募
集

人大

趣味の家庭園芸

家庭園芸で親子一緒に汗を流すことを

通して子どもたちの心に、豊かな感情

の芽をふくらませましょう。

(
期
間
b
a
l
%
、

期間

時間

場所

定員

受講料

申込方法

6 月 ~12月

月 1~3 回 、 土曜日

午後 1 時30分~3 時30分

大村園芸高校

草花・ 盆栽 ・野菜の育て方

などの実技講習

大村園芸高校教諭

成人(初心者)40人

5 月 16 日 (月)~25 日体)定員

なりしだい締め切ります。

教育委員会社会教育課

間

間

所

容

申込先

講師

対象

申込期間

期

時

場

内

申
込
期
限
話
例
、
問
合
せ
先
・
社
会
教
育
課
)

中{コ央ミ公ュニ民こ霊長酔イセ④.31.61教室名 鯛噺 肉 怠 な 彊講師側路}

~e量一内} 1 I r 1:1， ， n LI，¥. ，^ 1:1" n (，1，¥ 10電簡七施気宝単設焼のな見上修実学手理習な使い方 成人一わかり 11日洲
受付開始 5月16日(月)定員にな 電炉刈の知や識すー 毎午6前月月11第40時日2伏~火ト正曜1午0月 中原 繁

30人
OJii[Ax 5II.$ ，まカ、

りしだい締切ります

受講料 無料(教材費は実費)
言自し己信念方写が真もてる 毎午5週前月21木60時曜日休~ト正午7月28日同 O蜘家写写真族真識やのを行写楽事LしjむなJ ための基

成人

申込方法 電話で中央公民館へ
の写

O どの記念 飯野健 二

lまカ〉 20人

窃
市民華道展

5月27日(甜'"'-'29日(日)

午前9時~午後5時
市民会館

q
J

護団
F

・
、
ι

背
骨
刀

屈

町

一

-zm

w

Z

F

b

年

日

卜

料

)

公

)

事

邑

印

週

一

生

険

む

体

員

会

)

;
日
」

~

毎

コ

年

保

含

日

導

協

必

主

新

幻

同

ス

6

(

を

(

指

凶

球

必

え

日

阿

ニ

・

円

代

郎

ツ

日

庭

③

-
j
n
日

日

テ

5

∞

ル

吉

一

況

式

宮

内

子

二

月

お

祭

営

学

A

一
上

ポ

月

軟

(

一ア

J

月

祝

十

町
一
小
]
ボ

議

ス

J

内

局

小

式

間

所

象

費

者

柵

先

双

軟

加

導

川

一

込

誌

期

時

場

対

参

指

申

申

パ
れ
誌
が
し
にし
ぶ
ぷ
ね
じ
じ
れ
ぷ
い
4

しい
じ
じ
と
い
れ
ド
j
M
N
E

一一V

す

ら

と

れ

ン

へ

切

た

ま

も

る

ら

一

セ

)

め

術

ち

が

い

り

凶

タ

イ

1

締

#叉

立

」

て

貸

日

ン

テ

6

い

同

役

証

つ

で

8

セ

ニ

1

だ

貯

に

定

持

料

~

イ

ユ

川

し

場

動

認

を

無

凶

テ

ミ

包

り

幽間

活

術

証

が

日

ニ

コ

包

な

o

E

J

A

技

定

機

7

ュ

で

(

に

す

貯

T

「

認

写

月

ミ

人

料

話

一

員

ま

噌

P

は

の

映

6

コ

却

無

電

タ

定

り

l
d

や

人

こ

ミ「

ふ
一品
た

。
ム

6

も

し

す

ル

。

ど

了

ま

イ

す

子

終

え

フ

ま

民自信
市民美術展

5月27日(甜'"'-'3C日(月)

午前9時~午後5時
コミュ二ティセンタ

間明会4回
文化講演会
「今日の社会を動かす政治のうらおもて」

講師西日本新聞社長崎総胃長溝口実先生

6月4巳(土) 午後2時'"'-'4時福祉センター

第

盆栽展示会

5月28日(剖'"'-'30日(月)

午前9時~午後5時
市民会館

日舞の祭典

5月28日(土j
午後5時'"'-'9時
市民会館

謡曲大会

5月28日(土j
午前10時~午後4時
市民会館

市民文芸大会

5月27日錫'"'-'29日日)
午前9時~午後5時
市民会館

市民合唱祭

6月18日(土)

午後6時30分'"'-'9時
市民会館

時道大会

5月29日(日)
午前10時~午後5時
市民会館

歌と踊りの祭典

5月29日(日)
午前10時~午後4時
市民会館

市民茶会

5月29日(日)
午前10時~午後3時

コミュ二ティセンター



(8) りおおむ市政だより昭和58年5月15日
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII!:III11111111111111111111111111111111111111111111111111111111;111111111 

親郵
子豊

三室
、ソ

チ
大
:z:;;: 

日
時

5
月
訪
日
同

午

前

9
時

却
分
1
午
後
1
時
却
分
(
雨
の

時
は

6
月
5
日
)

場
所
・
集
合

大
村
公
園

参J
加
資
格

幼
稚
園
児

・
小
学
生

持
っ
て
く
る
も
の

絵
具
、
ク
レ

ヨ
ン
な
ど
(
画
用
紙
は
、
会
場

で
渡
し
ま
す
)

問
合
せ
先

大
村
郵
便
局
(
宮
②

2
4
0
0
)
、
市
内
各
郵
便
局

三
工
業
統
計
調
査

3討
3

…
ポ
ス
タ
ー
募
集

作
品
の
内
容

工
業
統
計
調
査
に

対
し
て
、
理
解
を
深
め
、
協
力

が
得
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
未

発
表
作
品

用
紙

日
本
標
準
規
格
A
2版

(日

m
v〈
必
叩
)
を
縦
長
に
使

用
し
て
下
さ
い
。

使
用
す
る
色

4
色
以
内
(
白
は

-
色
と
数
え
ま
せ
ん
)

使
用
す
る
文
字

通
商
産
業
省
、

工
業
統
計
調
査
、
昭
和
問
年
ロ

月
乱
日

応
募
期
限

6
月
初
日
同

当
H

消
印
有
効

応
募
方
法

作
品
の
裏
に
、
住
所

氏
名
、
職
業
(
学
校
名
)
を
記

入
し
て
下
さ
い

応
募
先

長
崎
県
情
報
統
計
課

(〒
側
長
崎
市
江
戸
町

2
!
日

宮
長
崎
@
1
1
1
1
)

問
合
せ
先

企
画
課

国
税
専
門
官
募
集

(大
学
卒
業
程
度
)

受
験
資
格

昭
和
担
年
4
月
2
日

ー
幻
年
4
月
1
日
生
ま
れ

受
付

5
月
日
日
同
i
n
日
同

試
験

7
月
9
日
出
i
m
日
同

試
験
場

福
岡
大
μ
圭
高
宮
校
舎

問
合
せ
先

福
岡
国
税
局
(〒

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
2
丁

目
U
1
1
)
、
諌
早
税
務
署

(
一

T
似
諌
早
市
、
氷
昌
東
町
如
、

宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

自

衛

官

募

集

①
一
般
幹
部
候
補
生

(男

・
女
)

資
格

大
μ
工
学
で
話
歳
末
満
の
人

受
付

6
月
1
日
附
i
初
日
同

試
験

(
一
次
)
7
月
ロ
日
凶
1

日
日
附

試
験
場

大
村
駐
屯
地

問
合
せ
先

市
民
課
窓
口
係
、

大
村
募
集
事
務
所

(宮
②
6
2
1
7
)

銃
砲
万
剣
類

登
録
審
査
会

場
所
・
期
日

県
勤
労
福
祉
会
館

(
長
崎
市
桜

町
9
I
6
)

6
月
日
日
凶

9
月
ロ
日
開

口
月
日
日
樹
臼
年
1
月
日

日
凶

3
月
ロ
日
同

県
北
振
興
局

(
佐
世
保
市
木
場

田
町

3
1
お
)

7
月
日
日
同

ロ
月
ロ
日
開

閉
年
3
月
ロ
日
開

時
間

午
前
山
時
1
午
後
3
時

持
っ
て
く
る
も
の

O
当
該
銃
砲
刀
剣
類

。
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

O
申
請
者
の
印
鑑

O
登
録
手
数
料
(
新
規
四
千
五
百

円
、
再
交
付
千
五
百
円
)

議
8
2冨
bgg握
マ
開
常
義
(
一
の
郷

亡
母
フ

ク
)
慈
恵
荘
へ

三
十
万
円

、
i
j
i
i
t
j
l
J

マ
{
永
田
茂
(
久
原
郷

・
亡
長
男

:
i

J
iJ

ト

…香

典
、一
返
し
一戸

敬

称

略

一

一般

寄

付

一
敬
称
略

一

尚
)
金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

マ
村
嶋
良
江
(
諏
訪
二
丁
目

・

社
会
福
祉
協
議
会
へ

一

マ

山

田

委

審

議

・
亡

父

亡

夫

勝

進

五

万

円

マ

高
辻
藤
枝
(
宮
小
路
二
丁
目
)
…

一

芳
二
五
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

六
千
五
百
三
十
六
円

一

一
マ
山
口
美
由
紀
(
草
場
郷

・
亡

マ

山

口

美

香

(
草
場
郷

・
亡

父

…

一

父

武

雄

)

五

万

円

武

雄

)

交

通

遺

児

へ

十

万

円

…

O 

い
し
よ
み

・

{i

碑，
rpn.寸
れ
ず
⑬
壁

一

死
ん
で
許
さ
れ
た

一

!
大
坂
浪
人
・
次
郎
兵
衛
l

m

一+ハ

一五
年

(
元
和
元
年
)

二
二
三
二

--

一
大
坂
夏
の
陣
で
、
豊
臣
秀
頼
そ

自
動
寧
ビ
配

u
m
E

一
の

皇

官

、
大
坂
城
の
落
城

l
Mぽ
ね
自
民
福
「

国

f
今
十
・
尿
G

バ

一
と
と
も
に
自
殺
し
、
名
実
共
に

l
I
¥
l
J
Y引
3

1

…
徳
川
政
権
が
誕
生
す
る
c

ヘ
葉
直
一
明
什
二

回

i
L
q
n
司
型
一
段
一
↑
一
一

一
翌
年
、
武
家
諸
活
度
を
制
定

G
グ

バ

ヱ

崎

工

一

一
し
た
徳
川
秀
忠
は
、
全
国
の
諸

ー
ー
ー
し
/
し
「
[
に
~

叩
大
名
を
統
合
す
る
c

更
に
、
夏

l

i

l

i

-

-

一
の
陣
で
豊
臣
方
に
味
方
し
た
諸
将
達
の
処
分
を
行
一
つ
c

一
そ
の
一
つ
と
し
て
、
主
だ
っ
た
豊
臣
の
遺
臣
を
諸
大
名
に
預
け

一
監
督
さ
せ
る
c

一
大
村
家
に
ち
、
そ
の
時
預
け
ら
れ
た
者
に
北
川
次
郎
兵
衛
と
い

一
う
大
坂
浪
人
が
い
た
c

身
分
あ
る
人
だ
っ
た
だ
け
に
(
杢
米
2
・
3

一
名
を
伴
に
し
て
い
た
c

大
事
な
預
り
人
で
あ
り
、

大
切
に
取
扱
つ

一
た
が
、

二
ハ
五
六
年
(
明
歴
2
年
)
叩
月
、
北
川
次
郎
兵
衛
は
病

一
死
し
た
c

純
長
の
時
代
で
あ
る
c

一
の
ち
、

幕
府
の
命
で
生
き
残
り
句
人
が
許
さ
れ
た
が
、
次
郎
兵

一
衛
は
死
亡
し
て
か
ら
許
さ
れ
た
事
に
な
る
c

一
次
郎
兵
衛

叩
が
眠
る
こ

叫
の
地
を
、

一
次
郎
兵
衛

一
の
口
ち
を
と

一
っ
て
H

道

一
獣
山
H

と

一
い
う
c

() 
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